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文学史から文学場へ：室生犀星と日本近代詩（３）
De l'histoire littéraire au champ littéraire:
Saisei MURO et la poésie japonaise moderne (3)
上 田 和 弘
Kazuhiro UEDA
（要旨）ある時代のある特定の時期に書かれ発表されたさまざまな文学テクストをながめ
たばあい、ときにジャンルさえ越えて、そこに流行語のようにいくつかのある特徴的な語
や表現が時を同じくして出現してくることがある。それはもちろん作家（詩人）から作家
（詩人）へのなんらかの影響関係がそこにあったからだとまずは考えられよう。しかしこ
れは必ずしもたんに一方から他方への単方向的な影響というのではなく、作家（詩人）た
ちのあいだで、いくつかの条件があわさって、ほとんど同時発生的にある共通ないし類似
の語や表現が生まれたり用いられたりすることもあったのではないか、また、あくまで個
々の作品から遡及的にしか見いだされぬとしても、そうした共通ないし類似の語や表現を
生みだすことを可能にした、ある時代のある特定の時期に成立していたと想定される表現
可能態の言語空間がそこに潜在していたのではないか ―― 本稿は、その空間をピエール
・ブルデューの用語を借りて「文学場」の名で呼んで、20 世紀初頭における日本の近代
詩と 19 世紀中葉におけるフランスの近代詩をそうした「文学場」という観点からとらえ
なおす試みである。
(キーワード)文学場、日本近代詩、室生犀星、北原白秋、斎藤茂吉、萩原朔太郎
３
犀星の『抒情小曲集』収載の詩にみられる重語畳語的な特徴をもつ擬態語ふうの語彙の
なかから、「うつうつ」、「かうかう（こうこう）」につづいて、さらに「しんしん」に目
を向けてみたい。
まず「砂山の雨」（1913 年［大 2］8 月『創作』初出）を引用する。
砂山に雨の消えゆく音
草もしんしん
海もしんしん
こまやかなる夏のおもひも
わが身うちにかすかなり
みな
草にふるれば草はまさをに
雨にふるれば雨もまさをなり
砂山に埋め去るものは君が名か
かひなく過ぐる夏のおもひか
いそ草むらはうれひの巣
－  63  －
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1 『定本室生犀星全詩集』第１巻、冬樹社、1978年、67頁、傍線引用者。『創作』初出形では、ここに引
用した詩集収載形のあとさらに4行句がつづいていたことを除けば、両者のあいだに字句の異同はほとん
どない。
2 第八行「砂山に埋め去るものは君が名か」は季語がないものの 5-7-5という俳句の音律になっている。
さらに第九行「かひなく過ぐる夏のおもひか」(7-7)をあわせれば二行で短歌の音律にもなっている。
3 いくらかこの詩の発想に近い短歌に、吉井勇の「砂の上の文字は浪が消しゆきぬこのかなしみは誰が
消すらむ」（『酒ほがひ』1910年［明43］刊）という歌がある。
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かもめのたまご孵らずして
あかるき中にくさりけり 1
この作品でも、擬態語ふうの重語畳語的な語彙（「しんしん」）のほか、行末が名詞どめ
の詩行（第一、第十行）、対句的な平行句の二行並列（第二-三行、第六-七行）、行末に切れ字
ふうの助詞の使用 2（第八、第九行）など「寂しき春」などにも見られた犀星の『抒情小曲
集』時代特有の書法が詩の生成を駆動していることは見やすいところだろう。
心にのこる「夏のおもひ」をめぐって、それを、いま耳にしている「砂山に雨の消えゆ
く音」のように自然と「消えゆく」ままにすべきか、それともいま目にしている「砂山」
に「埋め去る」がごとくあえてみずからの手で記憶の底に埋め去るべきか――心の整理が
なおつかぬまま、磯の草むらのなかに「かもめのたまご」の「孵らず」腐ってしまった「う
れひの巣」を（おそらく）幻視するなか、そこに、「おもひ」が「孵らず」甲斐なく過ぎ
たみずからの夏を、そしてその夏のなごりとして心に巣くう「うれひ」を想いあわせ、た
だ砂山に立ちすくむよりほかない、そんな抒情主体がこの詩からうかびあがってくる。3
雨が砂山に消えゆくさまに、「こまやかなる夏のおもひ」のわが身うちに消えゆくさま
が重ねあわされ、その照応から、第四行「こまやかなる夏のおもひ」の「こまやか」は、
「濃やか」という漢字がまずは想定できるとしても、第五行「わが身うちにかすかなり」
の「かすか」とあわせて、雨の「細やか」なさまとその雨が砂山に消えてゆく音の「かす
か」なさまというように第一行の「雨」へと遡及的にかかっていく意味効果をもっている。
また「ふるれば」の「ふる（触る）」（下二段活用動詞）も、雨が「ふる（降る）」（四段活用動
詞）を音韻的に微妙にかすめる。詩に配置されたこうした語の潜在的な作用が協働しあっ
て、雨の降りしきる詩の情景をいっそうこまやか、つまり濃密なものにしていることはた
しかだろう。
こうしてこの詩は、けっしてわかりにくい作品ではないが、それでも二行平行句となっ
ている詩行すなわち第二-三行の「草もしんしん／海もしんしん」と第六-七行の「草にふ
るれば草はまさをに／雨にふるれば雨もまさをなり」はなかなかに解釈がむずかしい。
前者はあとまわしにして、後者についてまず考えると、「ふる（触る）」の動作主体はだ
れ、あるいは何であるか。それが草や雨に触れれば草や雨が真っ青になるということだが、
－  64  －
上田　和弘
4 この詩に註解をくわえた鳥居邦朗は、この箇所に「雨がふれるから『まさを』になるのか、それとも
自分の心がふれるからか」という註をつけているが（『日本近代文学大系39 佐藤春夫／室生犀星集』、
角川書店、1973年、238頁、頭注参照）、前半の「雨がふれるから『まさを』になる」という読みには無
理がある。
5 『定本室生犀星全詩集』第１巻、77頁。引用した詩集収録形と『感情』初出形とのあいだに句読点、
ルビ以外の異同はない。
6 三浦仁は、「［詩人自身が］手を触れることで草も雨も哀傷の青という一色に染めあげてしまう自然
（対象）の領略の仕方をこの二行は示している」と述べている（『室生犀星 詩業と鑑賞』、おうふう、2
005年、276頁）。
7 同上、275頁。三浦は、「砂山の雨」について、「個人的な好尚にもよるが、詩全体に含蓄に富む表現が
多く、それだけ読者の詩的想像力を刺激する点において、『小景異情 その二』や『寂しき春』よりもこ
の詩の方が一段勝っている」という評価をあたえている。
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第一行で言及された雨が、草はともかく雨にふれるというのは無理がある以上、4 抒情主
体としての〈われ〉が草や雨にふれるということなのだろう。犀星のおなじく『抒情小曲
集』に収められている「煙れる冬木」（1916 年［大 5］7 月『感情』初出）にはつぎのような詩
句があること――
もみづる山に朱き日は入る
しづかなることわが眼はひとりかがやけり
手に触るれど冬木の幹は青からず
その指はただに冷えたり 5
いっぽう「まさを」の「あを」は『抒情小曲集』にあらわれる特徴的な色彩であったこと
を思いおこしてもよいが（上掲の詩のように「青」そして「蒼」の表記もあり）、それはそれと
して、「砂山の雨」においては、〈われ〉が草や雨に触れれば、たちまち草も雨も感応し
て、〈われ〉の過ぐる夏にそうであった「まさを」の色に蘇る、つまり草も雨も、空や海
の色で「まさを」に染まっていた夏の世界がたちかえってくるということなのだろう（こ
こではあえて色の象徴的意味を追わないでおく）。6
「草もしんしん／海もしんしん」については、三浦仁がこの詩の評釈のなかでつぎのよ
うに書いている。「第一行は砂に落つる雨の、聞こえるともないかすかな音と、雨滴が砂
に沁み込む視覚的イメージとを同時に想起させる詩行である」としたうえで、「次の〈草
もしんしん／海もしんしん〉は、辞書的な意味では『涔涔』（雨のしげく降るさま）が当ては
まろうが、それよりもむしろ草や海に降りそそぐ雨の音そのものの感覚的表現に近い。同
時にそれは『しん』と静まりかえった四囲の静寂や、その中に佇む詩人の心に〈しんしん〉
と湧く哀傷をも連想させる。」7
ゆきとどいたていねいな作品鑑賞といえよう。ただ、やや納得しにくい点があり、筆者
の解釈はすこし異なる。まず犀星の詩句はあくまで「草もしんしん／海もしんしん」であ
－  64  － －  65  －
文学史から文学場へ ：室生犀星と日本近代詩 （３）
8 『定本室生犀星全詩集』第１巻、69頁。
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って「草にもしんしん／海にもしんしん」ではない、つまり「涔涔」と「草や海に降りそ
． ． ．
そぐ雨」という解釈も、その「草や海に降りそそぐ雨の音そのもの［の感覚的表現］」と
．
いう解釈も無理があるのではないか。いっぽう、犀星の「しんしん」という語（句）が、
意味的にわかるようでわからない、なんとも意味的なあいまいさがぬぐえない印象をあた
えるという点では三浦の用いた「感覚的表現」という評語に注目しておきたい。
この語（句）について辞書を参看してみると、たとえば大槻文彦『言海』（1904 年[明 37]
刊）によれば、「しんしん」では「駸々」があり「進ミユク状ニイフ語」、「しんしんと」
では「深深と」と「森森と」があり、前者は「夜ノ深ケ行ク状ニイフ語」、後者は「森林
ノ繁リテ、高ク生ヒ立チタル状ニイフ語」とある。さらに多くの見出し語を載せる小学館
『日本国語大辞典（第二版）』（2001年）にあたってみると、「岑岑」で「ひどく痛むさま」、
「津津」で「あふれ出るさま、絶えずわき出るさま」、「振振」で「盛んなさま、盛大な
さま」、「涔涔」で「雨や雪などがしきりに降るさま。また、涙や汗などがしきりに落ち
るさま」、「深深・沈沈」で「①奥深く静寂なさま②寒さ、痛さなどが、身にふかくしみ
とおるさま」、「森森」で「樹木の高く深く生い茂ったさま。こんもり」、「蓁蓁」で「木
の葉などが盛んに茂るさま」、「駸々」で「①馬がはやく走るさま②時間、年月がはやく
進むさま③物事のはやく進むさま」、ほかにも「新新」で「いちだんとあたらしくなるさ
ま」、「伸伸」で「ゆるやかなさま。のびのびとしたさま」とある。
犀星の詩句における「しんしん」が字音語であるならば、このような多様な漢語のなか
のどれかひとつにあてはめることも可能かもしれない。たとえば「砂山の雨」と同時期に
発表された詩「永日」（1913 年［大 2］8 月『スバル』初出）に「なみだしんしん湧くごとし」
という詩句が読まれるが、8 これはたしかに辞書にもある「涔涔」という漢語をあてるこ
とができるだろう。「草もしんしん／海もしんしん」についてはどうか。たとえば「奥深
く静寂なさま」の意で「深深」という漢字をあてはめられるのか、それとも草と海では異
なる漢字（たとえば前者に森森、後者に深深）が想定されるのか。あるいはさきの三浦仁
の用語を藉りて犀星独自の「感覚的表現」ということになるのか。
筆者自身は、辞書にあるような漢語系の語彙ではなく、和語系の擬態語「しんとした」
の「しん」を重ねたものとして、「ひっそりと静かなさま」というような含意でまずは考
えてみたい（三浦も「『しん』と静まりかえった四囲の静寂」を連想させると述べてもい
た）。夏も過ぎ、人気ない砂山で、草も海もしんと静かである（第二-三行）がゆえにこそ
細やかな雨の砂に消えゆくかすかな音がきこえる（第一行）、というふうに。そういう意味
でこれは造語に近い犀星独自の「感覚的表現」ということになる。もちろん、ほんらいの
漢語としては「奥深く静寂なさま」の意はないが日本語化した語句としてはその意をふく
－  66  －
上田　和弘
9 大小さまざまな漢和辞典を参照するかぎりでは、ほんらいの漢語としての「深深」には、『日本国語大
辞典』に挙げているような「奥深く静寂なさま」という意味はないようである。しかしその『日本国語
大辞典』をふくめた国語辞典、たとえばそのひとつ『大辞林（第三版）』（講談社、2006年）を見ると、
「深深・沈沈」には「奥深く、ひっそりとしたさま。音もなく、ひっそりとしたさま」、「森森」には
「奥深く静まりかえっているさま」という意味が、それぞれ漢語ほんらいの意味にくわえて用例ととも
に挙げられている。つまり日本語となった「深深・沈沈」や「森森」には、漢語ほんらいの意味を離れ
て「しんとした」という意味がくわわったとみられる。そこでは、前節で「うつうつ」について指摘し
たのと同じように、和語系統の「しんと（した）」との音的類似から、それと漢語とのあいだに意味上の
相互干渉が起こったのではないかとも想像される。なお、犀星の詩句からは蘇軾の有名な七言絶句「春
夜」の結句「鞦韆院落夜沈沈」にみえる「夜沈沈」も句形的に想起される。ただし漢語とすれば「沈
沈」は「ちんちん」であって「しんしん」と読むことはないようである。
10 白秋の歌集『雲母集』（1915年［大4］刊）での多様な擬態語擬音語の試みについては前節で少しふれ
たが、茂吉のほうでものちに『あらたま』に収録される、大正 4年、5年ごろの作では促音や半濁音の入
った「ほうつと（して）」、「ほうつほほつほと」、「とつぷりと」、「ぽつかりと」、「ぽつとりと」、「すぽり
と」などの語彙をさかんにためしていた（ただしそのあと歌集収載のさい、改稿されてこれらの語句が
消えたばあいが多い）。
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む「深深」も、9 この「しんしん」に深くしみ入っていることだろう。同時に「しんしん」
は、さきほどの三浦のいうように雨が降りしきるさまの「涔涔」をたしかに喚起し、その
ことが潜在的な意味効果となって、すでに指摘した「こまやか」、「かすか」、「ふる」な
どとおなじく、雨の降りしきる詩の情景を間接的ながらいっそう濃密なものにするようは
たらいてもいるだろう。
ともあれ、そこからどのような漢語が想定できるか、あるいはできないかは措いて、詩
に読まれるのはあくまで「しんしん」という字句であり表記であることが重要である。前
節でみた「うつうつ」（「寂しき春」）や「いんいん」（「室生犀星氏」）にも似て、漢語由来の語
彙であれ、和語系統の擬態語であれ、すでに語彙的にも音声的にも日本語に存在している
そうしたさまざまな「シン（シン）」の語の音にかさねて、それを作品において和語系と
も漢語系ともその出自があいまいな犀星自己流の語句（三浦のいう「感覚的表現」）へと転用
した可能性が考えられる。つまりひらがな表記したとたん、語の素性は奇妙にあいまいと
なり、ただただ語の音声上の物質性のみがくっきりときわだち、同時にその音声上の共通
性ないし類似性から、逆にさまざまな同音異義語や類音語の連想を呼びよせ、それら同音
異義語や類音語のもつ意味をも反響させ交響させる語へと変容する、そのあたりの語のい
くらか変幻自在の効果と詩語としてのその可能性に犀星がある意味興じていたともいえよ
う。そしてそこにはたらいていたのは、「詩語としての日本語」の開発と探求、あらたな
「詩語としての日本語」の創出と創造にいどもうとしていた、犀星だけにとどまらない同
時期の白秋や茂吉など広義の〈詩人〉たちにも共有されていた、試行錯誤をともないつつ
も日本語の可能性をあらゆる方向から探ろうとする何か潑剌とした言語感覚ではなかった
かと思われる。10 いずれにせよ、明治末期から大正初頭にかけて、全面的な口語使用にさ
きだつ、こうした広義の〈詩人〉たちによる、これまで〈詩〉というジャンルで使用可能
－  66  － －  67  －
文学史から文学場へ ：室生犀星と日本近代詩 （３）
11 ただ上でふれたように白秋や茂吉はさらに完全に日常語的な口語の擬態語擬音語にまで手をのばして
いたし、のちにみるように朔太郎は、かれらのあとを追うようにして、『青猫』で日常的常套的な口語の
擬態語擬音語を使って言語実験的な詩を書くことになる。
12 『萩原朔太郎全集』第２巻、筑摩書房、1986年、21頁。
13 同上、407頁。この習作詩は、「習作集第八巻」と題されて残っている朔太郎の自筆ノートにみえる。
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だとは思われなかった詩語の開拓、とりわけ口語に近い語彙の取りこみ、あるいは詩の言
語態の口語的なものへの踏みだしの一歩として擬態語ふうのひらがな語句、より正確にい
えば完全に日常的常套的な口語の擬態語にまでいかぬ、微妙に漢語と和語とのあいだでゆ
らぐ（和語ながら漢語的ひびきをもつ、あるいは漢語ながらひらがな表記のため和語のようにもみえる）
ひらがな語句への着目があったといえるのではないか。11
犀星が、上に掲げた詩「砂山の雨」を、歌人若山牧水主宰の『創作』誌上（1913年［大 2］8
月）に発表したあと、朔太郎のほうはただちに同じ雑誌に
若ければその瞳も悲しげに
一人はなれて砂丘を降り行く
傾斜をすべる我が足の指に
くづれし砂はしんしんと落ち来る。12 （1913年［大 2］11月『創作』初出）
ではじまる詩「浜辺」を載せる。犀星の詩とも共通する「砂（砂山、砂丘）-しんしん」と
いう取りあわせに目をとめておきたいが、この朔太郎の詩における「しんしんと」も、感
．
覚的にわかるような気がしても、厳密にその意味を把握することはむずかしいといわざる
．．
をえない。
もっとも朔太郎はすでに 1913年［大 3］5月 19日という創作の日付をもつ生前未発表の
習作詩「成長」で「しんしんとして水の流れゆくときに／われはこころを傾むけて／あり
とあらゆるものの吐息をかぐ」13 という詩句、また 1913 年［大 3］7 月 13 日という創作の
日付をもつ「林檎の核」と題された、おそらく土岐哀果（善麿）や石川啄木にならった三
行書きの連作短歌（歌十七首）で「しんしんたる水の音かな／汽車はまた／トンネルを出
でてひたに走れり」の一首を書いていたこと、さらには 1913 年［大 3］9 月に「瀬川なが
れを早み、／魚らしんしんとくだる」ではじまる詩「岩魚」を、歌人尾山篤二郞らと創刊
した雑誌『異端』に発表していたことを指摘しておくべきだろう。そしてあわせていえば、
これら三つの「しんしん」も、その用法は似ているようで微妙にちがっているところもあ
るようにみえる。
朔太郎はこのあと、犀星のさきの詩の「草もしんしん／海もしんしん」という二行平行
句と重語畳語的語彙のリズムに感応するように、歌人前田夕暮主宰の『詩歌』誌に発表し
た詩において、
空もいんいん、
－  68  －
上田　和弘
14『萩原朔太郎全集』第３巻、87頁。
15 『日本近代文学大系43 斎藤茂吉』、角川書店、1970年、50頁。
16 同上、61頁。
17 塚本邦雄『茂吉秀歌「赤光」百首』、講談社学術文庫、1993年、27頁。
18 『和歌文学大系28 赤光／林泉集』、明治書院、2006年、15頁。
19 齋藤茂吉『作歌四十年』、筑摩書房、1966年、22頁。
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地もいんいん、14 （「情欲」、1914 年［大 3］11月『詩歌』初出、生前刊行の詩集に未収録）
と書くことになる。この「いんいん」はいっぽうで、同誌にいっしょに発表された詩「月
蝕皆既」の「みよ、うみはみどりをたたへ、／肉青らみ、／いんいんとして二人あひ抱く」
とあわせて、それらの詩を書いていた朔太郎の脳裏には、半年ほど前に同じ『詩歌』に犀
星が載せた「室生犀星氏」（1914 年［大 3］5 月『詩歌』初出）の「わがゆくみちはいんいんた
り」という詩句が殷々とひびいていたかもしれない。それにしても、前にも少しふれたが、
犀星の詩でも朔太郎の詩でも「いんいん」が「殷々」なのか「陰々」なのか、あるいはそ
れとも独自の擬態語擬音語なのかここでもその語法や語義を一義的に決めるのはやはり容
易ではない。
ところで「しんしん」といえば斎藤茂吉である。『赤光』（1913 年［大 2］10 月刊）所載の
つぎの二首はあまりによく知られていよう。
（1）ひた走るわが道暗ししんしんと堪へかねたるわが道くらし 15
みち こら
（1913年［大 2］９月『アララギ』初出）
（2）死に近き母に添寝のしんしんと遠田のかはづ天に聞ゆる 16 （同上）
『赤光』所収のこの名高い二首において、「しんしんと」が語彙論的に和語系の擬態語
なのかそれとも漢語に置換できる成語なのか、それは二首とも第三句におかれた「しんし
んと」が上句にかかるのか下句にかかるのか、あるいはむしろ両方に重層的なかかりかた
をするのかともかかわって、ここでも「しんしんと」の語義や解釈のさまざまな可能性が
考えられる。
（1）の歌について、塚本邦雄はその『赤光』評釈において、「しんしんと」が茂吉の作
品に「頻出する副詞」であるとした上で、「深深、森森、駸駸、あるいは沈沈、いづれを
も当て得る。修飾されるのは勿論『暗し』なる形容詞であるが、『堪へ』にも微妙にかか
ると考へてよからう」と書いている。17 また野山嘉正は、「夜の沈黙の深さを形容する。
深々と、森々と」という語釈をくわえている。18（2）の歌については、作者は後年この歌
の「しんしんと」が「上句にも下句にも関聯しているが、作者は添寝の方に余計に関聯せ
しめたかったようにおもう」19 と書きしるしているが、これはしかし後年ふりかえってみ
ての自作解説であるうえ、もとより作者の意図が作品解釈のうえで最優先に尊重されるべ
きものでもないだろう。この（2）の「しんしんと」については、オノマトペの研究者で
もある国語学者の山口仲美は、「漢字の『深々』も背後にかすめているけれど、基本的に
－  68  － －  69  －
文学史から文学場へ ：室生犀星と日本近代詩 （３）
20 山口仲美と歌人小池光による対談「日本人はオノマトペがすき？」、『短歌研究』、2009年9月号、36頁。
21『日本近代文学大系43 斎藤茂吉』、前掲書、186頁。
22 同上、192-193頁。『あらたま』収載時に「こころむなしくここに来れりあはれあはれ土の窪にくま
なき光」と改稿され、「しんしんと」が削除される。
23 同上、198頁。『あらたま』収載時に「目をひらきてありがたきかなやくれなゐの大日われに近づき
のぼる」と改稿され、「しんしんと」が削除される。
24 同上、194頁。『あらたま』収載時に「冬庭に百日紅の木ほそり立ち七面鳥のつがひあゆめり」と改
稿され、「しんしんと」が削除される。
25 同上、195頁。『あらたま』収載時に「七面鳥ひとつひたぶるに膨れつつ我のまともに居たるたまゆ
ら」と改稿され、「しんしんと」が削除される。
26 同上、218頁。『あらたま』収載時に「ひるさむき光しんしんとまぢかくの細竹群に染みいるを見ほそたかむら
む」と改稿される。
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は静かな状態を写す日本語の擬態語」20 であると述べている。つまりあくまで和語系の擬
態語だというわけであるが、これは、筆者が犀星の「草もしんしん／海もしんしん」につ
いて和語系の擬態語「しん（とした）」を重ねたものと見る解釈と同じである。
こうした漢語、和語両方の意味の可能性、あるいはここでもその両方を融合させた「感
覚的表現」としての意味の可能性にくわえ、筆者としては、音韻の面で「ひたはしる-わ
． ．
がみちくらし-しんしんと-わがみちくらし」というように「しんしんと」の前後に「シ」
．． ． ． ． ．． ．
および「シ」を補強するかのような「イ」音をふくんだ語彙がおかれていることで、より
「しんしんと」の効果をつよめていること、また（2）の歌でも、「しにちかきははにそ
．．． ． ．
ひねのしんしんと」というように「死」と「しんしんと」とが「イ」音列の語を周囲にお
． ． ．
いての「シ」音の頭韻的交響をつうじて互い（死と静けさ）が互いを強調しあう効果をあ
げていることにも目をむけておきたい。
この「しんしんと」は、のちに『あらたま』（1921 年［大 10］1 月刊行）に収められる次の
ような歌にも用いられている。
（3）畑ゆけばしんしんと光降りしきり黒き蟋蟀の目のみえぬころ 21
（初出未詳だが、歌集では「大正二年九月より」という歌群に入っている）
（4）しんしんとここに来れりあはれあはれ土の窪に一ぱいのひかり 22
（1914年［大 3］1月『詩歌』初出）
（5）しんしんとあり難きかなやくれなゐの大日われに近づきのぼる 23
（同年 2月『読売新聞』初出）
（6）さ庭べにさるすべりの木はだかに立ちしんしんと立ち七面鳥ゐる 24
（同年 3月『アララギ』初出）
（7）七面鳥の体しんしんと膨れたち我に正面に居たるたまゆら 25 （同上）
たい ま と も
（8）冬の日の匂しんしんと我がそばの細竹むらに染み入らく見ゆ 26
（1915年［大 4］2月『アララギ』初出）
－  70  －
上田　和弘
27 同上、87頁。
28 同上、84頁。
29 同上、82頁。
30 同上、72頁。
31 『木下杢太郎全集』第１巻、岩波書店、1981年、287頁。この詩の表題であり、作中でも用いられ
ている語句「ざつくばらん」は、茂吉も『あらたま』の「大正二年」作に入れられている歌で使ってい
る（「お茶の水を渡らむとして蜻蛉（あきつ）らのざつくばらんの飛（とび）のおこなひ見つつかなし
む」）。『スバル』時代の杢太郎や白秋は、文語詩にこの「ざつくばらん」のような俗調ともいえる口語表
現をとりいれた作品をさかんに書いており、茂吉も影響をうけて、ただちに歌でそれを使ってみようと
したのかもしれない。
32 同上、248頁。
33 佐藤春夫『殉情詩集／我が一九二二年』、講談社学芸文庫、1997年、88頁。
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「しんしんと」は（3）の歌では日の光の形容らしいことがわかるが、それもふくめてこ
れらの歌ではかなり「感覚的」な使い方がなされているようにみえる。字音語としてみて
も、漢字におきかえることはそうかんたんなことではないだろう。ただ、これらの歌が歌
集に収められたとき、その大部分の歌で改稿されて「しんしんと」の句が消え、べつの句
に改められることになる。
いっぽう、これらの歌にさきだって茂吉は『赤光』（1913年［大 2］10月刊）所収の歌のな
かで、
狂者らは Paederastieをなせりけり夜しんしんと更けがたきかも 27
（1913年［大 2］1月『朱欒』初出）
現身のわが血脈のやや細り墓地にしんしんと雪つもる見ゆ 28
（1913年［大 2］2月『アララギ』初出）
しんしんと雪ふる最上の上の山弟は無常を感じたるなり 29 （歌集初出）
しんしんと雪ふりし夜にその指のあな冷たよと言ひて寄りしか 30 （歌集初出）
という、「夜」や「雪」にむすびついて修飾関係も明瞭、かつ辞書の通常の用法にもある
「しんしんと」を用いた歌をすでにいくつか詠んでもいた。ともあれ、夜とむすびついた
「しんしんと」は、同時期、木下杢太郎の詩にも「さても夜更はしんしんと／心寂しく…」31
（「ざつくばらん」1912年［明 45］7月『朱欒』初出）や「しんしんと夜はふけて」32（「埋れし春」1916
年［大 5］3 月『アララギ』初出）が見いだされ、雪のそれは、佐藤春夫の詩で「齲歯のごと
む し ば
く吐息して／雪はしんしんふりつもる」33（「雪」、1913 年［大 2］11 月『スバル』初出）のよう
に使われていた。
茂吉自身は、1915 年［大 4］10 月、『アララギ』掲載の小文「童馬漫筆」で、みずから
の「しんしんと」の使用については、「『しんしん』などを歌に余計もちゐて、友達から
笑はれた。用ゐるときは用ゐないとどうも気が済まぬので用ゐるのであるが、後でながめ
ると、自らにも一寸をかしいのもある」とふりかえっていた。そのうえで、「先進が如是
－  70  － －  71  －
文学史から文学場へ ：室生犀星と日本近代詩 （３）
34 『日本近代文学大系43 斎藤茂吉』、前掲書、358頁。
35 同上、422-423頁。同書で茂吉の歌に語註をくわえた本林勝夫は、この語が「『赤光』末期から『あら
たま』時代にかけてしきりに用いた作者独自の語。[…]もっともこの語の由来については明らかではな
い」としつつ、近松門左衛門に「心も空も影暗く風しんしんたる曾根崎の森にぞ…」（『曾根崎心中』）と
いうような使用例がすでにみられることも指摘している。その上で、「しんしんと」が「漢語系では夜気
や樹木などの静寂なさま、奥深いさまをあらわすが、作者の用法はその語感を生かし、一種心理的内奥
的な志向性を持つ点に特異性がある」と指摘されている。なおこの語註には、「しんしん」の先行例とし
て、茂吉の愛読した幸田露伴に「松蘿は鬖々として」（『二日物語』）という一節があることも指摘され
しょうら しんしん
ているが、「鬖々」はしかし「しんしん」ではなく「さんさん」と読むようである。
36 これとよく似て、犀星の「春の寺」（山村暮鳥主宰の雑誌『風景』1914年［大 3］4月号初出）にお
ける「かんかんと鐘鳴りてすずろなり」という詩句と茂吉の「かんかんと橡の大樹の立てらくを背後
（そがひ）にしつつ歩める我は」（『アララギ』1915年［大 4］4月号初出形、のち改稿され『あらた
ま』収載）という歌についても、「かんかんと」の用いられかたの違いがあるため直接の影響関係は考え
にくいが、それでも同じ擬態語擬音語への着目という点では注目すべきだろう。茂吉自身、この「かん
かんと」について、のちに「『かんかんと』というのも、『しんしんと』系統の習癖であるが、当時にあ
ってはこんな一語をなすにも非常に骨を折り折りした」（『作歌四十年』、前掲書、36頁）とふりかえって
いた。
37 『若山牧水全集』第4巻、増進会出版社、1993年、49頁。初出にかんしては不詳。
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の用法をしたことがあるかどうか」を調べたら芭蕉七部集のひとつ『阿羅野』のなかの山
本荷兮の句に「しんしんと梅散かゝる庭火哉」などがあることも語っている。34 もっとも
この一文では、「かうかうと」のときとは異なり、茂吉はその使用のプライオリティにつ
いてはなんら主張してはいない。35
もういちど「作者独自の用語」（本林勝夫）ともみられている「しんしんと」が使われた
さきの（1）と（2）の茂吉の歌二首にもどれば、犀星の「草もしんしん／海もしんしん」
の句をふくむ詩「砂山の雨」は、それら茂吉の歌の『アララギ』掲載よりひと月ほど早く
雑誌『創作』（若山牧水主宰）に発表されていた。ただ両者のあいだでその用いられかたが
異なるため、ここから、茂吉の「しんしんと」が犀星の詩から着想された可能性があると
推論することはかなり無理があるだろう。36 いまはほぼ同時期発行の雑誌に掲載された詩
と歌に同じような表現が出現していたことに目をとめておくとともに、ふたりの作品発表
の時間的な先後関係を記憶にとどめておくことにしたい。
ところで上にあげた茂吉の名高い二首が『アララギ』に掲載された同じ 1913年［大２］9
月、若山牧水が上木した『みなかみ』にはつぎのような歌が載っていた。
汽船おりてしき石踏めばしんしんと脳にぞひびく昼のみなと市街 37
ふ ね ま ち
ここでも、牧水と茂吉におけるこの「しんしんと」の同時出現がみられたということだけ
を確認しておきたい（この牧水の歌では「ひどく痛むさま」の意の「岑岑」の字が当てられよう）。
いっぽう、いまむしろ注目しておきたいのは、高村光太郎がすでに 1911 年［明 44］３
－  72  －
上田　和弘
38 『定本高村光太郎全詩集』、筑摩書房、1982年、42-44頁。
39 飛高隆夫は、第二行の「うつろに、くろく、しんしんと」について「空虚で、陰鬱で、寂寥感にみち
ているさまの表現」という語註をつけている。『日本近代文学大系36 高村光太郎／宮澤賢治集』、角川
書店、1971年、64頁、頭注参照
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月『スバル』に発表した詩「亡命者」のなかで「しんしんと」を用いていたことである。
わが心は蝕へり
むしく
うつろに、くろく、しんしんと
潮時来れば堪へがたし ［第一聯］
［中略］
わが心は蝕へり
静かなる夜も、しんしんと
潮時来れば堪へがたし 38 ［最終聯］
この光太郎の詩でも「しんしんと」の周囲の語へのかかり方はあいまいなところがある
ようにみえる。副詞的用法として「蝕へり」にかかるとも「潮時来れば」あるいは「堪へ
がたし」にかかるとも、またすべてに意味効果がしんしんと波及していくとも考えられ、
また第一聯と最終聯とでは「しんしんと」の意味がそのかかり方もふくめ微妙に変化して
いるようにもみえる。39
そしてここで目をひくのは、「しんしんと」だけにとどまらず、「くろく-しんしんと-堪
へがたし」（光太郎）と「暗し-しんしんと-堪へかねたる」（茂吉）という両者の作品に
こら
おける語彙連合の類似性である。あわせていえば、光太郎の詩にあらわれる「むしくへり
．
-しんしんと-しほどき-たへがたし」、「むしくへり-しづかなるよるも-しんしんと-しほ
． ． ． ． ． ． ． ． ．
どき-たへがたし」と、茂吉の歌における「ひたはしる-わがみちくらし-しんしんと-わが
． ． ．．． ．
みちくらし」とのあいだにみられる「しんしんと」におそらく触発された「シ」音の畳音
．
効果に向けられた音韻感覚にもなにか共通性のようなものが感じられなくもない。
日本近代文学研究では、詩（史）と短歌（史）とは、ジャンルが異なるものと見なされ
るのか別個に扱われること多く、その相互関係について注意がはらわれることきわめて少
ない。後者のような研究はほとんどないにひとしいともいえる。したがって以下に述べる
ことは、管見の範囲では、光太郎研究のほうからも茂吉研究のほうからもこれまでその研
究史上指摘されたことがないことと思われるのだが（もとより茂吉の例の歌が傑作として賞賛
されてきたため、それが他の文学者の作品から着想を得たものとはとても考えられなかったのであろ
う）、この光太郎の詩の「くろく-しんしんと-堪へがたし」（1911 年［明 44］３月初出）とい
う語彙連合について、それが茂吉の名高い歌にみえる「暗し-しんしんと-堪へかねたる」
（1913 年［大２］9 月初出）という語彙連合へ影響をあたえたと考えてみることができるの
ではないか（影響といってもさまざまなかたちが考えられ、このばあい光太郎の詩句の無意識的な記
憶が、茂吉が歌をつくるとき隠微に作用したというようなことも考えられる）。
じっさい茂吉は、すでに見たように、1913年［大２］2月の『アララギ』「編輯所便」で、
－  72  － －  73  －
文学史から文学場へ ：室生犀星と日本近代詩 （３）
40『斎藤茂吉選集』第 20巻「歌論」、岩波書店、1982年、269頁。
41 茂吉の鴎外への景慕尊崇はよく知られているが、『スバル』を読んでいたことには、その雑誌発刊の
後ろだてとなり、多くの自作をそこに発表もしていた鴎外の作品への関心もあったことだろう
42 柴生田稔『齋藤茂吉伝』、新潮社、1979年、304-308頁。あわせてここで書きそえておけば、茂吉の第
一歌集『赤光』の口絵を担当したのは杢太郎であり、杢太郎の第一詩集『食後の唄』（1919年刊）を刊行
したのは「アララギ発行所」で、茂吉もそれに協力するなど、両者には直接的なかかわりもあった。な
お柴生田は、杢太郎は茂吉より三歳年少にして東大医学部でも一年後輩ながら、「文芸上では杢太郎は学
生時代からすでに一家をなして」いたため、「茂吉の方が杢太郎を『師友』として、これに兄事するとい
う関係」があったと述べている（同書241頁）。
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「例へば近頃の西洋の詩の訳詩を読む。原文では困難であるから、日本語に訳されたもの
を読む。大抵の場合に胸にしつくりと来ない。［…］翻つて、杢太郎白秋光太郎諸氏の詩
を読む。さうすると矢張り感心する。茲に於て心が動揺するのだ」と書いているところか
らも、「杢太郎白秋光太郎諸氏の詩」が多く載ったとりわけ『スバル』などの雑誌をとお
して、光太郎の詩を読んでいたことはじゅうぶん想像される。光太郎は、さきほどの「亡
命者」をふくむ、第一詩集『道程』（1914 年［大３］10 月刊）に収録されている大部分の詩
をその『スバル』に発表していたのである。そしてあわせていいそえておけば、茂吉が 1929
年［昭 4］に書いた一文では「私の大正元年［1912 年］、大正二年あたりの歌の調子に木下
杢太郎氏の詩の句の影響音のあるものが幾つかある」40（「斎藤茂吉集巻末の記」）と語ってい
て、その杢太郎の詩の多くがやはり『スバル』に載ったものであることから、茂吉はそれ
なりに当時熱心に『スバル』を読んでいたことがここでも推察できるのである。41 この杢
太郎の茂吉への影響については、とりわけ柴生田稔が詳細に検証していて、たとえば茂吉
の歌「笛の音のとろりほろろと鳴りたれば紅色の獅子あらはれにけり」（1913年[大 2]3月『ア
ララギ』初出）にあらわれた擬態語擬音語「とろりほろろと」は、1909 年［明 42］8 月『ス
バル』に載った杢太郎の詩にみえる「盲目が来りて笛を吹く。／その笛のとろり、ひやら
と鳴りゆけば…」（「玻璃問屋」）からの語彙の影響があることなど、その他語法上の影響と
あわせて、さまざまな具体例をあげて指摘している。42
すでに前節で指摘したように、歌人と詩人とのあいだに、共通の発表雑誌をつうじて歌
と詩というジャンルをこえた相互触発と相互影響の契機を潜在させた文学場が確実にそこ
に存在していたのである。すくなくとも詩人たちが文語、口語を問わず詩の創造において
多かれ少なかれ詩的〈近代〉をめざしてジャンル的可能性を探るなか試行錯誤的にさまざ
まなかたちで試みていた「詩語としての日本語」の開発と開拓、それを歌人（茂吉）も意
識した上で、和歌的伝統によって精錬精選されたひとにぎりの限られた歌語から脱するた
めにも、そしてなにより短歌のジャンル的可能性の追究のなかで、詩人たち（光太郎はし
かし同時に歌人でもあった）によって見いだされ、その作品のなかで試された詩語、とり
わけ口語的ともいえる擬態語擬音語ふうの語彙を相互利用しようとするほどになっていた
のではないだろうか。
ひるがえって白秋のほうでは、茂吉の上の名高い二首の 1913 年［大 2］9 月における雑
誌掲載そして翌 10月の『赤光』刊行のあとすぐ、同年 12月から翌 1月にかけて「しんし
－  74  －
上田　和弘
43 『白秋全集』第6巻、331頁。
44 同上、332頁。
45 同上、334頁。この歌は、白秋がそれまで茂吉など『アララギ』編集同人によって寄稿を慫慂されて
いたなかではじめて『アララギ』に載せた「地面と野菜」と題する連作のなかにみえる一首である。
46 同上、336頁。
47 同上、336頁。
48 同上、339頁。
49 同上、340頁。
50 同上、340頁。
51 同上、349頁。
52 『白秋全集』第 7巻、25頁。
53 同上、41頁。
54 『白秋全集』第6巻、407頁。
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んと」を用いた多くの歌を集中して発表している（多くはのちに 1915 年 8 月刊『雲母集』に収
載）。
目の前にかかる青木のしんしんと立ちてゐたるを今まで知らず 43
（1913年［大 2］12月『詩歌』掲載）
わびしき泥豚の鼾しんしんと朱の鶏頭を根から揺るも 44 （同月『白樺』掲載）
しんしんと湧きあがる力新らしきキヤベツを内よりはぢき飛ばすも 45
（1914年［大 3］1月『アララギ』掲載）
赤し赤し花曼珠沙華あまりにも赤ししんしんとかたまり咲くも 46 （同月『新潮』掲載）
鬼子母神飢に堪へかねしんしんと赤曼珠沙華睨みて居たり 47 （同上）
しんしんと堪へがたくなりて鬼子母神赤き柘榴の木を揺り居り 48 （同上）
しんしんと寂しき心起りたり山にゆかめとわれ山に来ぬ 49 （同月『中央公論』掲載）
狐のかみそりしんしんと赤し然れどもかたまりて咲けば憤ほろしも 50 （同上）
いきど
雪なるかこれ現身の雪なるか雪はこんこん冬葉はしんしん 51 （同年 8月『文章世界』掲載）
も ち
しんしんと淵に童が声すなれ瞰下せば何もなかりけるかも 52 （『雲母集』掲載）
み お ろ
しんしんと夕さりくれば城ヶ島の魚籠押し流し汐満ちわたる 53 （同上）
しんしんと石も啼くべき小夜中に人こそ通れ巡査なりけり 54
（1916年［大 5］9月『文章世界』掲載）
この「しんしんと」でも、「かうかうと」のときと同様、白秋は短い一時期に集中して、
この語句を初句に、また第二句に、あるいは第三句、第四句、第五句にとその位置をさま
ざまに置きかえ置きなおし、つづけざまに数おおくの歌を一気に試作、連作していた。そ
してそうすることでその歌語としての効果とそのさまざまな可能性をある意味汲みつくそ
うとするほどに貪欲にさぐっていたようにもみえる。このあまりに数おおく多様な「しん
しんと」のあらわれを前にして、白秋が一義的にその語句を考え、用いていたと想像する
－  74  － －  75  －
文学史から文学場へ ：室生犀星と日本近代詩 （３）
55 『定本室生犀星全詩集』第１巻、前掲書、388-389頁。
56 同上、392頁。
57 同第 2巻、501頁。この詩は『鳥雀集』（1930年［昭5］刊）ではじめて詩集に収載される。
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ことはやはりこれはこれでなかなかにむずかしい。むしろそこでは、犀星の詩と同様、「感
覚的」な用い方がなされているといっていいかもしれない。
それにしても、「かうかうと」のときもそうであったように、茂吉の歌にくらべ、白秋
のばあい、この「しんしんと」の使用でもいささか驚くほどの歌の数ではある。しかも目
をひくのは、これら白秋の歌のなかに、茂吉に影響をうけたのか、茂吉の「しんしんと堪
こら
へかねたる」（1913 年［大 2］９月『アララギ』初出）にたいして白秋の「しんしんと堪へがた
くなりて」や「飢に堪へかねしんしんと」（ともに 1914 年［大 3］1 月初出）というように語
の組み合わせできわめて類似した表現がみられることである（もちろん茂吉ばかりか、溯
って光太郎の「しんしんと［…］堪へがたし」とも類似する）。しかしいっぽうで、上で
最初に掲げた白秋の「目の前にかかる青木のしんしんと立ちてゐたるを今まで知らず」
． ．．．．．．．
（1913 年［大 2］12 月『詩歌』初出）は、類似表現のみえる茂吉の前掲の歌「さ庭べにさるす
べりの木はだかに立ちしんしんと立ち七面鳥ゐる」（1914 年［大 3］3 月『アララギ』初出）よ
． ．．．．．．．
り発表は早いのである。「しんしんと」をめぐって、茂吉から白秋へ、という影響関係と
同時に、白秋から茂吉へ、という影響関係が推測可能で、そこに興味ふかい創造上の相互
触発、相互交流が起こっているといえるのではないか。
また白秋が「しんしんと」をさかんに試すようにその語句を織りこんだ歌を作り雑誌に
発表していた 1914年［大 3］1月、犀星のほうも
主よ、最愛なる優柔のねむりより別れきて
われ、しんしんとして孤独に痛められる 55 （「夜」1914年［大 3］1月『音楽』初出）
にはじまり、その 3 月（「寂しき春」が書かれたか着想された、犀星が朔太郎の住む前橋に滞在して
いた時期）に発表された二篇の詩で、
空はかなしき燻し銀
利根もかなしき燻し銀
いちにち座してしんしんと祈らるる 56 （「燻し銀」1914年［大 3］3月『上毛新聞』初出）
君は肌より波を生み
しんしんとしてわれに砥ぐ。57 （「冰の奥の春」1914 年［大 3］3 月『創作』初出形）
そして 5月には
あけくれ多きともどちら
ひにくを超えてしんしんといとしがり
－  76  －
上田　和弘
58 同第１巻、579-580頁、傍点犀星。
59 『白秋全集』第 3巻、189頁。
60 『東京景物詩及其他』（1913年［大2］刊）所収の「忠弥」（詩集では1912年［明45］11月の作とあ
る）には「城の御濠の深みどり、／雪を吸い込む舌うちの／しんしんと沁むたそがれに［…］」（『白秋全
集』第 3巻、88頁）というように「しんしんと」がすでに使われているが、これはしかし語の通常の用
法と見なしていいだろう。
61 『白秋全集』第 3巻、515頁。同年 11月の同じ雑誌に掲載された白秋の詩には「草の葉つぱは風吹
きや戦ぐ、／地からしんしん揺り動く」（「草の葉つぱ」）という詩句もみえる（同書、520 頁参照）。
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まつちのれつてる
、、、 、、、、
紅えんえんたるを送りくる。58 （「室生犀星氏」1914 年［大 3］5 月『詩歌』初出形）
こう
という詩句を活字にしていた。そしてこれら「しんしんと」のどれもが、白秋の歌と同様、
あるいはそれ以上に意味というかその用法がとらえにくいものとなっている、もっといえ
ば犀星特有の「感覚的」にして奔放自在な用い方のようにみえる。
ただ白秋は、そもそも最初に挙げた犀星の詩句「砂山に雨の消えゆく音／草もしんしん
／海もしんしん」（1913 年［大 2］8月）よりも、そして茂吉のさきほどの二首（同年 9月）よ
りも早く、また上に掲げたさきほどの数多くの自身の短歌（1913年［大 2］12月-1914年 1月）
にも先んじて、1913年［大 2］4月『朱欒』に発表した詩「人食ふひと」で、
笑まず狂はず、しんしんと
ひもじきごとし、泣くごとし 59
という詩句をすでに書いていた。白秋は、短歌におけるより先に詩のほうでまず「しんし
ん（と）」を試していたともいえるわけである。60 しかもこれは犀星の詩や茂吉の名高い
二首における「しんしん（と）」より早い例となっていることは注目しておいていいだろ
う。
また白秋が同 1913年［大 2］9月『処女』に発表した詩「城が島の娘」には、
むすめ、むすめ、城が島のむすめ、
海はしんしん、お臍は冷える。61
という詩句が見え、これは茂吉の名高いふたつの歌における「しんしんと」の出現とまっ
たくの同時期（9 月）であるいっぽう、「海はしんしん」はあきらかにその雑誌掲載のひと
月前（8 月）に発表された、犀星の詩句「草もしんしん／海もしんしん」から着想された
もののようにみえる。
さらに白秋は、犀星の詩のリズムが脳裏からなお消えないかのように、そのあとも「し
んしん（と）」をみずからの作品でさかんに試している。同年 12月、さきほど見たように
この時期白秋は「しんしんと」を用いた短歌を量産するいっぽう、同月『スバル』には、
－  76  － －  77  －
文学史から文学場へ ：室生犀星と日本近代詩 （３）
62 同上、527頁。
63 白秋が主宰するこの『地上巡礼』創刊号に、茂吉は歌を五首寄稿していた。
64 『定本室生犀星全詩集』第１巻、577頁。『抒情小曲集』に収録されたとき、この句のまえに「松はし
んたり」という一行がくわえられ、後者が詩の劈頭句となる（同書80頁）。
65 『萩原朔太郎全集』第12巻、50頁。
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くらやみを熟視めても、
粟の穂はしんしん［…］
光るのは松露、
松の木がしんしん 62
という詩句をふくむ詩「闇の中の粟畑」を発表する。
このあたりの白秋の「しんしん」の詩における用法は、さきほど引いたかれの歌のばあ
いと同様、また犀星の詩における「しんしん」とおなじく、ここでももはや辞書にある漢
語に置きかえることがむずかしい独自の「感覚的表現」となっているようにみえる。他方、
この白秋の詩は、そのあと犀星が白秋主宰の『地上巡礼』1914 年［大 3］9 月創刊号 63 に
発表した詩「天の虫」の劈頭句――
松のしん葉しんたり。64
になにがしかの表現上の示唆をあたえたかもしれない。それにしても、たとえば森田草平
『煤煙』（1909年［明 42］）に「滅入込む様に四邊が森とする」、夏目漱石の『門』（1911年［明 44］）
あ た り
には「けれども世間は森と閑かであつた」というような例があるが、犀星の「しんたり」
は、「しんと（した）」から発想されたものかどうかは措いても特異な語法であることに
は変わりはないだろう。
また、朔太郎の、1914 年 12 月ごろ書かれたと推定される創作ノートに「愛国詩論」と
題された断章があり、そこに「松をみよ、その針の如きみどり葉はしんしんとして空をさ
し、光をさし［…］」65 という章句がみえ、「松-しん（しん）」という語彙連合をとおして
白秋、犀星、朔太郎に共通する詩的発想の場が生まれていたことも書きそえておきたい。
ここで整理すると、いま見てきたなかで「しんしんと」の（やや）目をひく用いかたが
みられるいちばん早い例は光太郎の 1911年［明 44］3月『スバル』に発表した詩「亡命者」
ということになるかもしれない。しかしそれがそもそも（やや）目をひく用いかたといっ
ていいかどうか、そしてまたその光太郎の詩が「しんしんと」の流行の発火点となったか
どうかはなんともいえないところだろう。たださきに掲げた光太郎の詩にみられる「くろ
く-しんしんと-堪へがたし」（1911年［明 44］3月初出）という語彙連合が、茂吉の歌の「暗
し-しんしんと-堪へかねたる」（1913 年［大 2］9 月初出）という語彙連合になんらかの影響
をあたえた可能性、そしてその茂吉の歌がさらに白秋の歌の「しんしんと-堪へがたくな
りて」や「飢に堪へかね-しんしんと」（ともに 1914 年［大 3］1 月初出）の語彙連合へとつな
－  78  －
上田　和弘
66 筆者の気づいた茂吉と白秋の語彙的な貸し借りのささやかな一例をあげれば、1914年［大 3］8月
の『アララギ』に載った茂吉の歌「この夜は鳥獣魚介もしづけかれ…」にみられる「鳥獣魚介」は、白
秋の 1914年［大 3］12月刊行の詩集『白金之独楽』所載の詩「白金交感」に「鳥獣モロモロノ魚介…」
となってあらわれる。
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がっていく可能性が想定され、そこにある種の系譜を認めることができるだろう。いっぽ
う他の、とりわけ犀星の「草もしんしん／海もしんしん」は、白秋の「海はしんしん」や
「松の木がしんしん」、朔太郎の「くづれし砂はしんしんと」へとつながっているように
みえ、そこにまたべつの系譜が生まれているのではないかとも推測されるのである。
いずれにせよ、高村光太郎はともかく、現象だけ見れば、1913年［大 2］夏から 1914年
初頭にかけてのほぼ半年という短い期間に、集中的に、かつジャンルを超えて、なにかリ
レーのバトンのように「しんしん（と）」という語句が詩人や歌人の作品のあいだを周回
し駆けめぐっているのがわかる。だれの作品がそもそもの起源となったかは必ずしも判然
としないものの、それは犀星の詩から白秋の詩や茂吉の歌へ、光太郎の詩から茂吉の歌へ、
その茂吉の歌からさらに白秋の歌へ、逆に白秋の歌からさらに茂吉の歌へ、あるいは白秋
自身の詩から白秋自身の歌へとひきわたされ伝染してゆくかのようである。66 あるいはこ
うもいえようか。光太郎と茂吉、茂吉と白秋、犀星と白秋、これら相互の影響圏がすべて
重なったところにみえてくるのが、「しんしん（と）」使用、あるいはもっと広く「しん
しん（と）」にとどまらない擬態語ふうの語句がさかんに用いられていた時期共有の文学
場ということになるのだろう。
そしてこのような語彙語句や表現の授受・継受を可能にし相互影響を生みだす媒介とな
り舞台ともなったのが、詩や短歌、戯曲や評論、小説など異種ジャンルの作品をともに掲
載していた綜合文芸雑誌（鴎外を盟主として白秋、光太郎、杢太郎、啄木らが参加した『スバル』
など）であり、個人主宰雑誌（白秋主宰の『朱欒』と『地上巡礼』、歌人若山牧水主宰の『創作』、
歌人前田夕暮主宰の『詩歌』など）であり、同人・結社雑誌（茂吉らが編輯同人の『アララギ』な
ど）であった。そこではたんに相互に他ジャンルの動向を知りあうばかりか、相互に他ジ
ャンルに関心をもつ機会をあたえ、また相互に創造上の刺激をうけあうことのできる、作
品の制作・発表と作品の享受・受容が密に接しあう文学生成の場が形成されていたといえ
る。それとともに、すでに指摘したことだが、そうした雑誌に作品を発表する光太郎や白
秋をはじめ当時のおおくの文学者が歌も詠み、詩も書くというジャンルをまたがる創作者
であったこと、逆にいうとジャンル間の関係が密でありジャンルそれぞれがなお純化と分
化の途上にあったこと、なにより詩人歌人たちがみずからのジャンルへ狭く専門化するこ
とにまだいたらず、多かれ少なかれ詩的〈近代〉に向けた詩的革新という共通の目標をも
っていたことが、ジャンル間で、あるいはジャンルを超えて語彙や表現の面で相互に影響
をうけやすくし、この時代の文学場をより開かれたものにすると同時により求心的なもの
－  78  － －  79  －
文学史から文学場へ ：室生犀星と日本近代詩 （３）
67 現在にあって、研究上の立場からであれ、日本の近代詩を詩、短歌、俳句（そして漢詩）というジャ
ンルをこえた視点で総合的にとらえる必要性を主張するのは――かつて鴎外や子規が創作者として、そ
して理念の上で晩年の朔太郎がそのような視点をもっていたけれども――おそらく野山嘉正ただひとり
と思われるのだが（前節参照）、その野山でも具体的なレベルでのジャンル間の相互交渉への目配りはじ
ゅうぶんではないように思える。
68 『萩原朔太郎全集』第3巻、147頁。
69 同上、176頁。
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にしていたともいえるだろう。67
明治末期から大正初期にかけて日本近代詩歌の展開の一過程で起こった興味ふかいこれ
まで見てきた言語現象、それは明治中頃から短歌においてはじまる旧套な詠みぶりがなお
根づよく残っていた和歌からの子規や『明星』派による詩的刷新、そして明治末期より詩
においてとりわけ顕著にはじまる、その和歌の言語態をもとにした文語詩から口語詩へと
向けた詩的革新、そういった詩的〈近代〉をめざしての変革のなかで起こった現象といえ
るだろうし、革新、刷新はじゅうぶん意識されていても、しかしなおおのおののジャンル
の行くすえも「詩語としての日本語」の未来も定かでなく、いまだ渾沌としていたともい
えるような状況のなかで、詩と短歌において共振するようにして起こった詩的試みであり
言語的冒険であったといえよう。
そしてこのことのその後の経過に多少ふれると、さきに指摘したように習作時代の詩や
歌で早くも「しんしんとして」や「しんしんたる」を用いていた萩原朔太郎は（1913 年
［大 2］5 月、同 7 月）、これまで見てきた犀星、白秋、茂吉たちのあいだに成立していた
文学場にくわわるかのように、
しんしんたる浪路のうえ、祈れば我が手につながれ、あきらかに珊瑚の母体は昇天す。68
（「遊泳」、1914 年［大 3］11 月『地上巡礼』初出）
手は歴々として発光する。
手はしんしんと疾患する。69 （「手の肖像」、1915年［大 4］2月『詩歌』初出）
という詩句を書くことになる。そして、白秋が主宰する個人雑誌『地上巡礼』1915年［大 4］3
月号巻末の広告頁に載った、犀星、朔太郎、山村暮鳥の同人誌『卓上噴水』の宣伝文には
おそらく朔太郎が書いたであろう「卓上噴水の香水しんしん薫郁たり」という文がみえる
こともここでつけくわえておくべきかもしれない。
いずれにしても朔太郎は、みずからもやや遅れてかかわっていた犀星、白秋、茂吉らの
大正最初期の文学場のなかから自身の詩的創造のひとつの方位をおそらく見いだし、『月
に吠える』（1917 年［大 6］2 月刊）の諸詩篇のあとみずからの詩作を口語自由詩へと全面的
に展開してゆくなか擬態語擬音語の詩語としての可能性を追いもとめてゆくことになる。
しかもほかならぬその擬態語擬音語の詩語としての可能性に、朔太郎は同時に、文語定型
律にかわる、口語日本語での詩の「リズム」（これを朔太郎は当時「言葉の音楽」とも呼
んでいたが、リズムの問題は朔太郎にとって文学的出発いらい最大の詩的関心事であり、
－  80  －
上田　和弘
70 近代詩史上朔太郎は日本近代詩の未来を、「詩語としての日本語」の未来を終生考えつづけたほとん
どただひとりの詩人であった。そんな朔太郎は、日本近代詩の画期をなす詩集『月に吠える』（1917 年
［大 6］）刊行直後から、同時代の詩人たち、のちには同時代の歌人たちにたいして、雑誌誌面等でとき
に激越ともみえるさまざまな挑発と批判と論争をくりかえした。それは、日本の詩歌の未来を見すえた
創造となっていないと朔太郎には思えた同時代の詩人や歌人の創作活動への不満やいらだちから生まれ
た挑発であり批判であり論争であったことを見のがしてはならない。
71 『萩原朔太郎全集』第1巻、276頁。朔太郎はこの作品で、まさに口語日本語のもつ冗長さ、散漫さと
いう言語的短所を「詩語としての日本語」へと逆転させることが可能かという詩的実験、言語的冒険に
挑もうとしていたといえるだろう（ただこの苦心の試みが成功しているかどうかはべつに考えなければ
ならないが）。ともあれ三好達治は、この詩について「何といふ自由な溢れるやうな無邪気な諧謔とエロ
ティスムとの出会だらう。言葉は軽々とした空想の翼にのつて、質のいい石鹸の泡が湧きあがるやうに、
次から次ととめどもなく湧き出て押しあひへしあひこんぐらがる」と評している（『三好達治全集』第5
巻、筑摩書房、1964年、119頁）。
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「詩語としての日本語」の未来をめざして終生考えつづけた難題であった）のひとつの可
能性をおそらくあわせて追いもとめていたことも見のがしてはなるまい。70
そういう方向性のなかで書かれた詩として、たとえば『月に吠える』刊行後まもなく発
表された詩「その手は菓子である」（1917 年［大 6］6 月『感情』初出、のち『青猫』収録）があ
った。
そのじつにかはゆらしい むつくりとした工合はどうだ
そのまるまるとして菓子のやうにふくらんだ工合はどうだ
指なんかはまことにほつそりとしてしながよく
、、
まるでちひさな青い魚類のやうで
やさしくそよそよとうごいてゐる樣子はたまらない
ああ その手の上に接吻がしたい
そつくりと口にあてて喰べてしまひたい
なんといふすつきりとした指先のまるみだらう
指と指との谷間に咲く このふしぎなる花の風情はどうだ
その匂ひは麝香のやうで、薄く汗ばんだ桃の花のやうにみえる。71
（後略）
朔太郎はここで、犀星などで頻用されていた、漢語と和語のあいだで微妙にゆらぐひらが
な表記の重語畳語的な語句「うつうつ」、「かうかう」、「しんしん」にくらべ、はるかに
日常的で常套的ともいえる和語系の擬態語（まるまると、そよそよと、ぶるぶると、すべすべと、
など）、さらに促音入りの擬態語（むつくりとした、ほつそりとして、そつくりと、すつぽりとした、
など）をも導入し、より口語的なものへと詩語の可能性をひらくとともに、あわせて口語
詩におけるリズム創出の可能性（「まるまると」や「むつくりとした」など「と」音をふくんでそ
れら五音ないし七音の語句が詩の進行のなかでつぎつぎと花ひらいてゆくかのようにあらわれるその反
復回帰性によってゆるやかなリズム効果をもたらす）、およびひらがな文字のもつ視覚効果の可
－  80  － －  81  －
文学史から文学場へ ：室生犀星と日本近代詩 （３）
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能性までをもそこで言語実験ふうに模索していたといえよう。
それにしても冒頭に引用した犀星の詩が雑誌に発表されてからこの朔太郎の詩の雑誌掲
載まで僅々四年ほどしか経っていない。その間に「詩語としての日本語」は文語から口語
へと一変してしまったかのようにみえる。けれども言語態の驚くほどの変化が見あやまり
ようもないこれらふたつの詩が、にもかかわらずその擬態語的な語句の使用において微妙
につながっていたことはやはり注目しておくべきことだろう。
（以下次号）
－  82  －
上田　和弘
